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Well being子供たちの日の健康について

北海道眼科医会常任理事

北海道学校保健会 理 事

令和 5年 11月 文部科学省が発表した「学校保
健統計」によると、裸眼の視力が10未満の割合は、
小学生で379%、 中学生で612%、 高校生で716
%と いずれも過去最多となった。コロナ感染症拡

大防止の自粛生活は近視を加速させたが、コロナ

以前から近視は年々増加している。ゲーム機、ス

マートフォンが登場し、 ICT教 育促進のため学
校でもタブレットを用いた授業が導入され、子供

たちの生活環境が変化している。

なぜ眼科医が近視進行予防の啓蒙に力を注いで

いるのかは、近視のメカニズムを理解するとわか

っていただけると思う。視覚は誕生時より物を見

ることで脳を刺激して発達し、 5、 6歳には視力

は1.0と なり、18歳頃までは身体の成長とともに

眼球も大きくなる。眼球の成長時期に近方を長時

間見続けると近方に焦点が合うように眼球の前後

の軸 (眼軸長)が長く伸びて変形することが知ら
れている。一度長くなった眼軸長は戻ることはな

く近視が治らないといわれる所以である。低年齢

からの近視は強度の近視に進行する恐れがあり、

成人になると失明につながる緑内障、網膜剥離、
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黄斑変性症などの発症率が数倍にのぼる。

近視の進行予防には30cm離す、30分経ったら

20秒遠方を見るなどのほか、 1日 2時間日光を
浴びると良いとされる。これは、太陽光のバイオ

レットライトが眼軸長の進展を抑制するといわれ

ているためである。海外では、学校で 1日 2時間
の屋外活動の導入、デジタルデバイスの使用時間

の制限などで効果を上げているが、いずれも国を

挙げての取り組みとして行われている。北海道は

冬の日照時間が短く、屋内で過ごす時間が長くな

る傾向があり課題が残る。

日中長時間を過ごす学校生活での近視進行予防

の意.ltづけは大切であり、文科省や日本眼科医会

が子供向けに啓発資料や動画を発信しているので、

これらを利用し、「自分の目は自分で守る」とい

う自覚を促していただくことを希望する。また視

力の低下が学習の意欲低下につながる恐れもある

ため、適切な視力矯正が行われているか保護者も

学校も見守っていただき、これからも子供たちの

well beingを 守るため眼科学校医として関わって

いきたいと思う。
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歯と日から広がる
健康づ くり

～連続性のある歯科指導の実践～

札幌市立定山渓中学校

1 はじめに
本校は北海道の中心都市札幌市の南側にあり、

温泉、渓谷、渓流、森林などの自然環境に恵まれ

た場所に位置している。また、札幌市で一番生徒

数の少ない中学校であり、少人数であることを生

かし、一人一人が自分の存在価値や役割を実感で

きるような取組と、自然環境や地域人材を生かし

た取組を行うなど、独自の教育活動を工夫して行

っている。

平成13年度から「歯と国の健康づくりJ北海道
歯科医師会の指定を受け、定山渓小学校と共に活

動を開始して、23年 目に突入した。現在は、札幌

歯科医師会の指定を受けている。小中学校の 9年

間を通じた取組により、本校の生徒たちの歯と口

の健康に対する意識は高いものがある。「歯と口

の健康教育を通して、健康について自ら学び、生

涯にわたる健康づくりに取り組もうとする力を育

てる」ことを研究主題にし、学校歯科医 保護者
と連携して歯科指導に取り組んでいる。

2 本校の取組
(1)春と秋の歯科検診と歯科指導

検診は、定期歯科検診 (春)と臨時歯科検診 (秋 )

の年 2回行っている。歯

科検診の日は「ただ受け

る」のではなく、自分の

歯と日の状態を把握し、

課題と改善策を考える機

会とするためにワークシ

― 卜を利用した事前と事後の学級指導を行ってい

る。また、 3年生は特別プログラムとして 9年間
の集大成となるような問題をクイズ形式で行って

いる。秋の歯科検診で

は、学校歯科医が必要と

半」断した生徒には歯科衛

生士によるブラッシング

指導を行っている。

公簿の歯科健康診断表

のほかに独自で歯科健康診lth票を作成し、 31i間
の春と秋の歯科検診の結果を一覧で確認できるよ

うにし、検診後には家庭へ配付している。検診結

果とともに、所見に学校歯科医の清水医師からの

コメントを記入することで、生徒と家庭へ具体的

に歯と国の健康状態やブラッシング時のアドバイ

スが伝わるように工夫している。

(2)給食後の歯みがき指導

食後の歯みがきの習慣化を図るために、全校

生徒と教職員が給食後に歯みがきを実施している。

生徒たちは給食後に歯ブラシ、コップ、歯磨き粉

の入った巾着を各自持って水飲み場に行き、 3分
のタイマーをそれぞれ設定し歯を磨いている。教

職員も一緒に歯を磨くことで、学校全体で歯と口

の健康活動に取り組んでいることを生徒たちに意

識付けている。歯

科検診でむし歯が

あり、清水医師か

らア ドバイスをい

ただいた生徒には、

養護教諭からア ド

バイスの内容を復

唱し、生徒l_合った磨き方を意識付けるように声

掛けを行っている。

(3)長期休暇中の歯みがきチェックシート

夏休みと冬休みの長期休暇中は、家庭でも歯み

がきが継続できるよう、歯みがきチェックシート

を配付している。令和 5年度は、栄養士による食

指導の「歯みがきは食事とセットであり、食後は

歯みがきをするJと いう内容とつなげるため、食
事のチェック欄も含めたチェックシートを配付し

た。食事を摂り、歯みがきを実施した時間帯にシ

ールを貼ることで、生徒や保護者が視覚化できる

ようにしている。また、 1日 2回以上歯みがきを

するという日標を設定し、生徒が振り返る機会に

している。目標達成率は夏休みより冬休みの方が

高く、生徒は「夏休みの時より完璧に磨けました」

令和5年度



と振り返ることができ、歯みがき指導の成果が出

ていることがわかる。

(4)歯 と国のアンケート

平成13年度から平成28年度まで札幌歯科医師

会より依頼を受けて「歯と日の健康についてのア

ンケート」を行っており、本校ではChrOmebOOk

を利用し、引き続き生徒の「歯と国の健康」に関

する実態や意識を調査するために実施している。

アンケート結果は、ほけんだよりの資料や視聴さ

せる動画の内容に反映させている。

(5)動画視聴

養護教諭が作成した動画を、秋の歯科検診前後

に視聴させている。検診前には、食指導と関連さ

せたむし歯・口臭予防に関する動画を朝の 5分で

生徒に視聴させ、感想を記入させた。検診後には、

検診結果をもとに、奥歯のみがき方についての動

画を視聴させた。欠席者には、出席した際に動画

を視聴するよう個別で声掛けを行っている。今和

5年度は歯周病の動画を視聴していたこと、検診

前に実施したアンケートで「歯みがきを実施する

理由」としてむし歯予防

と回答 した生徒が71%
と養護教諭が予想してい

た数値 より低 かったこ

と、国臭予防と回答した

生徒が50%と 養護教諭
が予想 していた数値より高かったこと、以上のこ

とから、令和 5年度は、むし歯・口臭予防に関す
る動画を視聴させた。

動画は、ChrOmebOokでClassroomに 投稿し、
生徒がそれぞれ動画を視聴できるようにした。

動画祝聴後は、FOrmsを通して感想文の記入を行
い、動画内容の理解度等を確認している。「動画

をふとした時に見直せるからよい」という歯と口

の健康に対する意識付けができていることが分か

る感想が寄せられた。

(6)食指導との連携

食指導として 1時間の授業を各学年に行う機会
を活用し、歯と日の健康にも関連させた指導を行

った。令和 4年度は「バランスのよい食事による

免疫力の向上と歯周病の予防」を指導し、令和 5

した。

食指導は10月 に行い、

最初に養護教諭から事前

指導である動画の内容を

復習させ、その後、栄養士からの指導を行った。

事後指導・家庭との連携として、ほけんだよりに

年度は「むし歯 口史予        _.
防に繋がる食事Jを指導   ‐  ‐|.| |.‐ |
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て授業内容を記載し、配付した。指導後は振り返

りを行っている。令和 6年度は、食指導と連携す
ることで歯と国の健康についての学びを深めるこ

とができていると感じているか、生徒の理解度を

確かめる取組を行っていきたいと考えている。

(7)小学校と連携した歯科指導

パー トナー校である定山渓小学校は、本校と同

じく歯と口の推進指定校であり、ほとんどの児童

生徒は 9年間を通して歯と日の健康について学習
に取 り組 んでい

る。生徒は小学校

で基礎をしっかり

学んできているた

め、歯みがきへの

知識と意欲は高い

と感じている。

保健指導は小中で連携 し、連続性のある指導を

行うことが生徒にとっても効果的であると考える。

令和 5年度は定山渓小学校で実施している和 歯
8020ワ ールドに中学 1年生がオンラインで参加し、

学校長と養護教諭が小学校で参観した。参加後は、

小学 1年生～ 6年生のそれぞれの学年に向けてコ

メントを送り、児童のフィードバックを行った。

3 成果と課題
長年の継続 した取組により、歯と国の健康づく

りに興味・関心をもたせる機会を設定することが

できている。コロナ禍でも学校歯科医と連携 しな

がら可能な歯科指導を継続 してきたことは、生徒

の歯と国の健康づくりに対する意識を高めている

と考える。

一方で、コロナ禍から未処置歯保有者が増加し

ており、病院受診率が低下 している。地域の特徴

として、近隣の歯科クリニックが遠いこと、公共

交通機関がバスのみで便が少ないこともあり、今

後も更に継続 した家庭との連携が重要となってい

る。

4 今後の取組
本校は、令和 7年度に定山渓小学校と統合した

義務教育学校が開校されることとなっているため、

今後は更に 9年間の連続性のある歯科指導を行っ
ていく。

歯と国のlld康教育を通して、健康について自ら

学び、生涯にわたる健康づくりに取り組もうとす

る力を育てるため、学校歯科医や保護者、地域と

のつながりを大切にし、これまでの歯科保健活動

を今後も継続させていきたい。
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宮 島 美由紀

1 はじめに
本校は、札幌市西部の住宅街に位置し、創立57

年を迎えた生徒数870名 、全26学級の大規模校で

ある。近隣 3つの小学校から入学者が集まり、生

徒にとっては中学校で新たな友達との出会いが多

くある環境となっている。素直で人懐こく、意欲

的に部活動や生徒会行事に取り組む生徒が多くい

る反面、自分に自信がもてず不安や悩みを抱えて

いる生徒も少なくない。

2 性のあり方について悩みをもつ生徒が過ご
しやすくなるための取組

保健室対応をする中で、性のあり方に関する悩

みをもつ生徒から話を聞くことは今日、どの学校

でも珍しいことではなくなってきているだろう。

教室には、誰にも打ち明けることができずに思い

悩む生徒もいると考えられる。平成27年の文部科

学省通達「性同一性障害や性的嗜好・性自認に係

る児童生徒に対するきめ細やかな対応等の実施に

ついて」では、性的マイノリティとされる児童生

徒への相談体制の充実として、「いかなる理由で

もいじめや差別を許さない適切な生徒指導・人権

指導等を推進することが、悩みや不安を抱える児

童生徒に対する支援の土台となるJと 記されてい

る。このような状況を踏まえ、本校でも校内で

LGBTsに ついて理解を深めるための取組を行い

たいと考えた。以下で紹介する取組は令和元年度

から令和 4年度にかけて行ったものである。

(1)養護教諭からの発信

まずは養護教諭としてできることをと考え、教

職員がLGBTsに 関してより理解を深められるよ

う教職員向けにLGBTsについておたよりで情報

|||||‐ |‐      筆

提供を行った。その後、教職員の要望もあり、に

じいろスマイル代表田中純氏を講師に迎えて教職

員向け生徒指導研修会を生徒指導部として企画・

実施することへつながった。

【職員向けほけんだより】

また、助産師や保健師を講師に迎える機会を生

かし、講師と連携して「多様な性のあり方」につ

いて取り入れた、生徒向けの性教育を企画し実施

した。「性」について学ぶことは、これからをど

のように生きていくのかについて考えることにつ

ながると考える。生徒が性に関する社会的な課題

に対しても向き合い、真倹1に関わっていく力を育

成することが重要であり、専門家からわかりやす

く話をしてもらうことで、生徒にとって正しい知

識を身に付ける貴重な機会となった。

これらの講演会の感想などから生徒がもっと知

りたいと感じたことをピックアップし、学年集会

で養護教諭から「思春期のこころとからだ」につ

いての講話を行い、ほけんだよりや保健室掲示板

で取り上げた。

このような発信を続ける中で、職員会議や年度

木反省などで「多様な性への配慮Jが話題になる

ことが増え、多目的トイレの使用、部活動、旅行

多様な性に関する
.  取組からつながる

「発寒中0&|プロジエクトJ

一一一
一こ
」一一一一

三



的行事、委員会のあり方など、多くの教職員が意

見を交わす機会が出てきた。

(2)標準服の改定

令和 3年度末に標準服検討委員会により標準服

の改定を行うことが決まり、令和 5年度入学生か

ら新たな標準服を着用することになった。標準服

改定にあたり、LGBTsへの配慮は大きな理由の
一つであったが、それ以外にも暑さ対策や経済性、

管理のしやすさに加え、生徒が自分で考え選択で

きるという観点で学校生活を快適に過ごすための

工夫が盛り込まれた。具体的には、ジェンダーレ

ス制服・略装 (ポ ロシャツ ハーフバンツ)の導
入、ベス トの着用可、ネクタイ蝶タイの自由選択

などである。なお、ベストと略装は経済的観点か

ら学校指定にはせず、色のみを指定して市販のも

のから選択 して着用できる形をとった。

また、標準服改定に伴いお世話になった北海道

トンボ株式会社から紹介を受け、一般社団法人

ELLY代表理事の山口颯一氏を講師に迎え、「性
別って 2つ だけ ?～自分らしさってなんだろう ?

～」の演題で、全学年生徒向けに講演会を行った。

(0学校生活のきまりの見直し

生徒指導部では校則をはじめとする学校生活の

きまりの見直しに取り組んだ。まずは、LGBTs
への配慮として標準服や頭髪などのきまりにあっ

た「男子は～、女子は～」と記載された内容につ
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いて見直しを行った。教職員・保護者とも協議の

上、発寒中学校の生徒一人一人が、生徒総会や生

徒会の設置する意見箱「はとポスト」などを活用

しながら自分たちの学校の「きまり」について考

え、意見を出し、ルールを作っていくことを生徒

へ周知した。同時に教職員も「生徒にとって本当

に必要なきまりとは何か」について考えていくこ

ととした。

スピード感をもつて (タ イミングが菫妥)

ボトムアップ型で生徒の意見をとりいれながら

ルールメイキング

生徒にとって
本当に必要なきまりとは何か ?

(0総合「未来のわたしプロジェクトJ

研修部では総合的な学習の時間にSDGsを軸と

して 3年間のカリキュラムを定め、「未来のわた

しプロジェクト」としてスタートさせた。 3年生

では「多様性・平和・ジェンダー平等Jを主のテ

ーマとし、「幸せのかたちとは ?」 「お互いの性

を尊重しあうとは ?Jな どの内容を助産師講演会

や性の多様性についての講演会の内容とリンクさ

せながら学ぶ機会となった。最後は、 3年間を通

して学んだことから自分の中に芽生えた価値観を

もとに「自分がこれからどのように生きていきた

いか」について発表する学習を行った。

3 「発寒中D&|プロジェクト」ヘ
これらの取組を経て、生徒指導部でとりいれて

いきたいと考えたのが「D&IJである。「D&I」
は企業などで近年重要なものと考えられている

多様性 (Diversity)を 認め、受け入れて活かす
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(InclusiOn)と いう考え方であり、これまでの

LGBTsや きまり指導への取組からもつながるも
のとして学校でも進めていけるのではないかと考

えた。職員会議を経て、一人一人の個性を認め、

多様なあり方をありのままに受け入れられるよう

な集団作りを目指していくことを目標に、今和 5

年度からスター トした。作成したプリントをもと

に新年度のきまりについての学活で担任から生徒

たちへ伝えられた。「これまで当たり前とされて

きたきまりや男女を自1提としたしくみ 。制度」が、

「誰もが安心して生活できるもの」になっている

か振り返ることをプリントに明記し、このプロジ

ェクトが学校生活のきまりを考える上でも必要な

視点だということを伝えた。

4 成果と課題
(1)成果

・教職員全体でLGBTsへの配慮について考え、

意見を出し合い、具体的な取組へとつなげるこ

とができた。

・生徒指導部として多様なあり方や個性を認めて

いこうとする思いを、生徒と教職員が一緒に目

指していくプロジェクトとして発信できた。

(2)課題

。これまでの取組が途切れないよう、指導計画を

系統的に組み立てていく必要がある。

・「発寒中D&Iプ ロジェクトJを形としてだけ
推進していこうとするのではなく、生徒たちが

抱える目の前の課題の解決に向けて全教職員で

地道に取り組んでいくことが何より重要である。

5 今後に向けて
生徒を取り巻く環境は日々変化し、生徒が抱え

る問題は複雑化、多様化している。そして、その

ような課題を捉え、解決に向けた具体的な指導や

取組を行う上で、学校を取り巻く環境も変化して

きている。今和 4年度に改定された生徒指導提要

では、いじめ、不登校、インターネットや携帯電

話に関わる問題、性犯罪や性的マイノリティとさ

れる児童や生徒への支援などについて掲載され、

児童生徒の権利の理解についても記された。

私たち教職員一人一人にそのような変化を理解

したり実感したりする中で、生徒にとって「一人

の人間として大切にされている」と感じられる関

わりや取組を続けていくことが求められている。

そのような教職員の関わりの下で、互いの考えを

認め合い、安心して学校生活を送れるような風土

が、生徒自ら少しずつつくり上げられていくこと

につながっていくのではないかと考える。これは

一朝一夕で成し遂げられるものではない。

#みんなを認め合い

#みんなが過ごしやすい学校を
#みんなでつくろう

「発寒中D&IプロジェクトJは まだスタート
地点に立ったばかりである。生徒にとって学校が

安心・安全な場所であるために、養護教諭として

生徒の健康課題を捉え教職員へ発信していくこと、

生徒や教職員とともに学び考えていくことをこれ

からも続けていきたい。

発春中 Calプロジェクト
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**********************

講演 1

F日 中llkい 、朝起きられない子供たちへの

取り組み～睡眠外来を通して～』

講自「 特定|ズ療法人朋友会 石金病院
副院長  香 坂 II 子 氏

**********************

2020年 のCOVII)19感染対策による行動制l限
から、日中の眠気を主訴とする患者が,1々増加し

てきており最近は “眠れない
‐
より・IILき られな

い
Ⅲ
起床困難な若者が日立ち低年齢化している。

来院患者は思春即lか ら若年成人、20～ 30代の

勤労者が多く、特徴として睡眠の分断が顕著であ

る.

出生後 lヵ ll頃 までは 1日 の 2/3を 1与 めてい
る‖ilFkの約半分がレムIr眠であるが、その後、レ

ム睡眠は劇的に減少し小児期には20%ほ どになり、

さらに沖″減
‐
ナる. ‖■‖民H寺「 1も 101,頃 には10‖寺FDI

Ti度 に減少し、レム、 ノンレム睡眠の割合もほぼ
成人と同じようになる。

日本人は、大人も子供も他国と比べll■眠時間が

短く9～ 18茂の睡眠時間を比較すると日本の子供

たちは 11歳で 8時間30分 、14歳で ア時間15分
18茂では 6時間30分 とアメリカより30分 、ヨー

ロッバ諸 ilよ り90分以上短い。

起床直後に太陽光が日から入ると、その光信号

は上頚 F・交感神経を経LHし、松呆体にたどり着く、

すると、血液中の トリブ トファンが分解されセロ

トニンが産生され、メラトニンがつくられる.こ

のとき、N―acetvltransfel aseが 活にL化 されメラ

トニンが生合成されるが、この酵素 1ま たがあると

汚11■かI「えられる. よって、外71が H古 くな っ́た時、

メラトニンが生成される。こうして′起床から10～

12時間は代訂|が高められ、覚配して,11動するのに

適した状態になる,

これか 13時間くらいn fK過すると、松呆体からメ

ラトニンの分泌が始まり、手足の末端からの放熱

もI卜んになり深部体温が低下、 1～ 2時間のうち

に自然な眠気が出現する。朝起床して太陽たを最

初に浴びた時亥1に応じて夜に眠気が出現し、自然

に眠くなる時亥Jが決定されるのである.起床‖+に

充分な太陽光を浴びることが出来ない、日音い部屋

で|1過 ぎまで眠っていると概ロリズムのリセット

が適切に行われず、その日の人眠時 //1が遅くなる.

一方、夕方から174の時間帯に強い光を浴びると、

■の時間が延長することになり、休自、への準備が

遅れ、in果的に入眠時亥Jが 7F・れることになる。よ

って幼児期に夜更かしを続けることは脳や身体の

発達途中にある子L幼児に悪影響を及ぼす。

児童生徒の睡眠を妨げる夜の環境としては、親

の共働きや家庭環境の変化があげられる.

l■眠関連疾患としてナルコレブシー、睡眠不足

症候群、開塞性‖工眠時無呼吸、むずむず|‖ll■候群、

睡眠覚醒リズム障害等があげられる.こ れらの疾

患がいくつも重なり生活習慣等の問題が合併する

こともある。

心身の発達途 11に ある子供たちの学校活動への

パフォーマンスの低下を引き起こし、不登校や学

力のlltド など様々な影響を及ぼしている健康 [1の

問題として、睡lrk障害予防に向け改善方法を用知

していくべきだと考えた。

**********************

講演Ⅱ

F学校における医薬品を含む業1早管理について』

講師 東京葉科大学葉学部社会薬学研究室

教 授  北 垣 邦 彦 氏

**********************

学校葉斉」師の職務の つとして法令における学
校の薬品管理<学校保健安全法施行規則第24条 >
六 学校において使用する矢薬品、毒物、口l物並
びに保健管lTに 必要な用具及び材料の管理に関し

必要な指導及び助言を行い、及びこれらのものに



-8-

ついて必要に応じ試験、検査又は鑑定を行うこと。

がある。言い換えると学校には医薬品を置くとい

うことが学校保健法の時代から規定されている。

学校における医薬品の管理状況調査 (平成20年 )

によると、ほぼすべての学校に児童生徒が使用す

る一般用 |ス薬品が保管されているが、解熱鎮鵬 」

を置いている学校の割合は小学校 :319%、 中学

校 :445%、 高等学校 :762%と なっている。
児童生徒が保健室を利用する理由の一つとして

小学校では株り傷 (220%)、 中学校での利用は頭

痛 (161%)かぜ様症状 (102%)、 高等学校では

頭痛 (153%)かぜ様症状 (146%)が 上位を占めて

tヽ る。

そこで誤った使い方 誤った管理をされないよ
う管理体制に関する情報提供が必要と考えられ、

平成21年「学校における薬品管理マニュアルJが

作成され、令和 5年改RT発行されている。

学校は原則として医薬品を児童生 ltに提供する

場ではなく(医療施設ではなく教育施設 )、 必ずし

も常備する必要がない。しかし学校の実態を考え

置くのであれば、年度当初に入学時オリエンテー

ション、保健だよりなどを′1用 して、自校におけ

る医薬品の取り扱い方針を保護者に周知する必要

がある.

購人に際 し学校薬剤師の職務として、第 一類医

薬品及び要指導医薬品は購入せず、可能な限り安

全性の高い第二類医薬品を選び、品日の選定にあ

たっては、学校の種別や規模、過去の使用状況な

どを考慮する。また、使用期限が長いもの、品質

劣化を防ぐため高価になるが可能な限り個別包装

を選ぶことも必要である。

食物アレルギーやてんかん発作など、児童生徒

等に代わって教職員が使用する可能性がある医療

用医薬品の預かり 保管 管理を保護者から求め
られるようになってきている。児童生徒等の実態

に応 じた対応及び各学校等の実情に応じた体制構

築が必要である。

次にrF今問題となっているオーバー ドーズ.高

校生の60人に一人が過去一年間に市販業の乱用経

験があると報告されている。そして舌L用の低年齢

化も進んでいる。これは大剖S市だけの問題ではな

tヽ。

舌L用の恐れのある医薬品販売のルールはあるが

(購入者が若年者の場合氏名年齢の確認 学生証

の提示など)買 い回り、インターネット販売、無

許可llK売業者、確信

`し

の販売業者等があり、買う

方も違法なところから購入するため、対策をとっ

ても抜け道が出てくる。

オーバードーズをするコアなハイリスクの子供

は何かの不安感、焦燥感を持っていることが多い。

この子たちを救うには法改正や薬物舌L用防止教育

だけでは難しく、子供たちが生きやすくなるよう

な健康教育が必要である。

学校薬剤自「はその書しい気持ちについて話を聞

くこともできる。それは本来家族の役割だが、信

頼できる友達などに相談するなど、自分だけで解

決しようと試さないで、との情報を伝える。ただ、

友達だからこそ話せないということもたくさんあ

る。その時には無理に話を聞こうとはせず匿名で

も話を聞いてくれる専門家がいるという情報を与

えることが必要だ。

行政、学校において我々が適切な支援先へ誘導

するスキルを持ち合わせることが出来れば、生き

づらさを抱えた子供たちを少しでも救うことが出

来るのではないかと聴講して考えさせられた。

○令和 6年度

北海道学校保健・安全研究大会

旭りIl大会

。開催日 令和 6年 11月 24日 (日 )
。会 場 旭川大雪クリスタルホール
※詳細が決まりましたら、HP等でお知らせ
いたします。

○保健指導用資料『みんなの保健』

保健指導用資料 (4～ 6年生用)を作成し

ました。北海道学校保健会のホームページか

らダウンロードできます

ので、ご活用ください。

冊子希望の場合は、

無償で提供しますので、

中込書又はメールで

連絡ください。

りヽ


